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正
月
の
大
学
箱
根
駅
伝
は
異
常
な
人
気
だ
。
Ｔ
Ｖ
中
継
の
視
聴
率
は
三
〇
％
、
沿
道
の
観
客
は
二
日
で

百
万
人
と
言
う
か
ら
国
民
的
行
事
だ
。 

 

三
〇
年
前
戸
塚
に
住
ん
で
い
た
。
戸
塚
警
察
の
近
く
で
戸
塚
中
継
所
ま
で
歩
い
て
五
分
で
あ
る
。
戸
塚

中
継
所
は
、
往
路
は
二
区
と
三
区
の
、
復
路
は
八
区
と
九
区
の
中
継
点
で
、
峠
の
頂
上
に
あ
る
。
往
路
で

は
権
太
坂
を
越
え
た
二
区
の
走
者
が
ラ
ス
ト
八
〇
〇
ｍ
で
三
五
ｍ
を
登
る
急
坂
が
あ
り
、
復
路
で
は
遊
行

寺
の
坂
を
終
え
た
八
区
の
走
者
に
ラ
ス
ト
一
・
二
㎞
で
二
五
ｍ
登
る
試
練
が
待
つ
。
い
ろ
い
ろ
波
乱
や
ド

ラ
マ
が
起
き
る
場
所
で
あ
り
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
と
リ
ア
ル
で
観
た
く
な
る
。 

観
戦
場
所
を
見
つ
け
る
の
に
五
年
程
か
か
っ
た
。
初
め
の
年
は
中
継
所
で
襷
渡
し
を
観
よ
う
と
し
た
が
、

大
勢
の
関
係
者
や
陸
上
部
員
で
近
づ
け
な
い
。
次
の
年
は
観
客
の
少
な
い
ス
タ
ー
ト
か
ら
数
百
ｍ
先
の
地

点
に
立
っ
た
が
、
襷
を
受
け
た
走
者
は
下
り
坂
を
一
気
に
走
り
一
瞬
。
あ
る
年
は
走
者
と
反
対
側
の
沿
道

か
ら
観
た
が
、
選
手
は
遠
く
を
静
か
に
走
っ
て
お
り
感
動
な
し
。 

試
行
錯
誤
を
経
て
辿
り
つ
い
た
の
が
、
ゴ
ー
ル
手
前
の
数
百
ｍ
地
点
で
登
り
坂
の
中
ほ
ど
で
あ
る
。
二

区
の
走
者
の
中
に
は
疲
労
困
憊
で
倒
れ
そ
う
な
者
も
い
る
し
、
八
区
の
走
者
は
繰
上
げ
時
間
と
の
競
争
で

襷
を
繋
ぐ
べ
く
必
死
に
な
っ
て
い
る
。
見
つ
け
た
場
所
は
、
当
時
監
視
員
も
お
ら
ず
狭
い
歩
道
で
足
場
も

悪
い
所
だ
っ
た
が
、
最
近
の
Ｔ
Ｖ
で
確
認
す
る
と
大
勢
の
観
客
で
溢
れ
て
い
た
。 

 

二
〇
数
年
前
大
田
区
の
池
上
に
転
居
し
た
。
駅
伝
を
沿
道
か
ら
観
ら
れ
る
京
急
蒲
田
駅
ま
で
三
〇
分
の

所
で
あ
る
。
蒲
田
で
は
、
一
区
は
日
本
橋
か
ら
一
五
㎞
程
で
選
手
は
ほ
と
ん
ど
団
子
状
態
だ
し
、
一
〇
区

は
大
差
が
つ
い
て
間
延
び
す
る
こ
と
が
多
い
。 

い
ろ
い
ろ
試
し
た
挙
句
見
つ
け
た
の
は
、
正
月
三
日
に
横
浜
駅
前
で
九
区
の
走
者
全
員
を
観
届
け
て
か

ら
、
電
車
で
東
京
駅
に
移
動
し
京
橋
・
日
本
橋
の
間
で
一
〇
区
の
ゴ
ー
ル
直
前
を
観
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
日
本
橋
界
隈
は
大
勢
の
人
で
、
レ
ー
ス
よ
り
も
観
客
を
観
る
こ
と
を
楽
し
む
。
今
年
は
四
年

ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
の
完
全
解
除
で
、
各
大
学
の
応
援
団
が
賑
や
か
に
活
躍
し
て
い
た
。 

 

東
京
駅
の
食
堂
街
で
焼
鳥
に
熱
燗
を
傾
け
、
家
路
に
付
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


